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Ⅰ．はじめに 

 パーキンソン病治療の主体は薬物療法であるが，近年新たな治療手段として全身振動療法が注

目されている 1-3)。しかし振動療法の作用機序や最適な振動条件については定説がない。また，パ

ーキンソン病の主要症状である姿勢反射障害（転びやすさ）を定量的に評価するよい方法はない。 

 

Ⅱ．目的 

１．パーキンソン病患者に遅い周波数で全身振動負荷を与えることで前庭系が刺激され，パー

キンソン症状の改善が診られるかどうかを調べる。２．姿勢反射障害を定量的に評価する方法を

開発する。 

 

Ⅲ．研究方法 

１．パーキンソン病患者への全身振動負荷の効果：八戸高専と共同で作成した自動ロッキング

チェア（図１）に被験者となるパーキンソン病患者（n=12）を乗せ，頭尾方向の全身振動負荷（振

動周波数 0.3 Hz，振幅 15 ㎝）を 10 分間与え，振動負荷の前後で UPDRS part Ⅲ（パーキンソ

ン病の運動症状スコア）および歩行や姿勢変化のスピードとして Timed up and go test (TUGT)

の変化を調べた。 

２．姿勢反射障害定量法の開発：立位姿勢の被験者の肩甲部中央を後方から重錘と定滑車を用

いて重力で急速に引っ張る装置（図２）を用い，ステッピング（転ばないように足を一歩出す）

が生じる閾値の重量を測定した。 
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図２．重錘と定滑車を用いた

姿勢反射障害の定量 

図１．自動ロッキングチェア 



Ⅳ．結果 

 １．パーキンソン病患者への全身振動負荷 

 12 名のパーキンソン病患者（平均ヤールス

テージ 2.6）に全身振動負荷を与えたところ，

UPDRS Part Ⅲは 22.3 ± 2.8 から 17.7 ± 2.2

へと有意な改善(p<0.01)がみられた（図３）。

TUGT については振動負荷にて 8.90 ± 1.08 

秒から 8.57 ± 1.29 秒となったが有意な変化

ではなかった。 

 ２．姿勢反射障害定量 

 健常青年男性 15名(平均年齢 21.7 ± 0.6歳)

を対象とした測定ではステッピングが生じ

た最小重量は 1.86 ± 0.16 kg であった。 

 

Ⅴ．考察 

 自動ロッキングチェアでパーキンソン病患者に遅めの周波数で全身振動負荷を与えることで，

パーキンソン病の運動症状が有意に改善することが示された。しかしその改善程度は UPDRS 

Part Ⅲで 4.6 点と小さかった。より有効性の高い振動刺激条件を探求し，全身振動刺激療法がパ

ーキンソン病治療の選択肢のひとつとして確立するよう研究を重ねていく予定である。一方，本

研究では全身振動の前庭系への関与については十分に研究できなかった。今後全身振動と前庭系

およびパーキンソン症状との関係の解明に向けて研究をすすめていきたい。 

 姿勢反射障害については，Chandler ら 4)の方法を改良して，障害の程度をステッピングが生じ

る最少重量として定量化できる方法を確立した。今後はパーキンソン病患者にこの方法を適用し

て姿勢反射障害の程度を定量化し，その重症度に応じて薬物治療やリハビリの方法を見直すとと

もに，日常生活の場でのリスク管理にも役立てていきたい。 
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図３．UPDRS Part Ⅲの変化 


